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11

12

回 担当教員

1 日塔　武彰

2 大塚　邦子

質問・相談は講義日翌日の12:15～13:15に下記に示す部屋で受け付けます。

日塔　武彰：薬物治療学研究室（E44）、大塚　邦子：感染予防学研究室（D43)、田口　真穂：実務実習センター（E11）、

住野　彰英：（C42)、伊藤　陽一：薬品反応学研究室（E33）、市川　裕樹：薬学教育センター（E14)

学生へのメッセージ

授業概要（教育目的・GIO）

薬学の専門領域には英語に由来し、背景となる英語を学ぶことによって概念を容易に理解できる専門用語が多く存在

する。「薬学英語５」は、薬学専門領域に関連する英語の学習を通して、薬学専門領域の知識を復習し、定着させること

を目的とする。卒業研究や実務実習を経験し、薬学は多くの学問領域が複合して成り立っていることを学んだであろう。

ここでいま一度基礎系の学問を振り返って、研究上や臨床上の各種の活動と基礎的学問との関連を確認したい。

学習目標（到達目標・SBOs）

薬学専門科目の中で用いられる英語の表現とその概念を理解しましょう。また、この科目を通して低学年で習った科目

のおさらいをしましょう。

参考文献

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

日塔　武彰（准教授）　大塚　邦子（准教授）　田口　真穂（講師） 
住野　彰英（助教）　伊藤　陽一（助教）　市川　裕樹（助教）

評価方法

課題レポート（40%）・講義内小テスト（60%）により総合的に評価する。

テキスト

講義中に配布する資料を用いる。

薬学英語５

1　単位漢方・臨床・健康薬学科 5年次　後期必修

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

物理系薬学の分野で用いられる英語表現を理解できる。

物理系薬学の分野で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

SBOコード内容

adv-A-(5)

化学系薬学の分野で用いられる英語表現を理解できる。

化学系薬学の分野で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

生物系薬学の分野で用いられる英語表現を理解できる。

生物系薬学の分野で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

衛生系薬学の分野で用いられる英語表現を理解できる。

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

adv-A-(5)

衛生系薬学の分野で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

医療系薬学の分野で用いられる英語表現を理解できる。

医療系薬学の分野で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

薬学実務で用いられる英語表現を理解できる。

薬学実務で用いられる専門的概念と英語表現の関係を理解できる。

授業計画表

内容項目

医療薬学と英語表現

医療薬学と英語表現 薬物治療学を理解するための英語 9, 10

学習目標番号

病態学を理解するための英語 9, 10
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５年次

3 田口　真穂

4 田口　真穂

5 市川　裕樹

6 市川　裕樹

7 伊藤　陽一

8 伊藤　陽一

9 住野　彰英

10 住野　彰英

関連授業科目

薬学実務を理解するための英語②

物理系薬学や化学系薬学を理解する

ための英語①

物理系薬学や化学系薬学を理解する

ための英語②

化学系薬学や衛生系薬学を理解する

ための英語①

化学系薬学や衛生系薬学を理解する

ための英語②

薬学実務と英語表現

薬学実務と英語表現

薬学実務を理解するための英語① 11, 12

11, 12

1～4

1～4

1. 薬学英語1　　　　　　 　2.　薬学英語2　　　　　　 　3.　薬学英語3　　　 　　　4. 薬学英語4　　　  　　　　5. 基礎英語

物理系薬学・化学系薬学と英語表現

物理系薬学・化学系薬学と英語表現

化学系薬学・衛生系薬学と英語表現

化学系薬学・衛生系薬学と英語表現

生物系薬学や薬理学と英語表現

生物系薬学や薬理学と英語表現

生物系薬学や薬理学を理解するための

英語①

生物系薬学や薬理学を理解するための

英語①

3, 4, 7, 8

3, 4, 7, 8

5, 6, 9, 10

5, 6, 9, 10
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番号

6

7

1

2

3

4

5

傷寒論とはどのようなものかを概説することができる。

漢方の六病位について理解し、方剤を概説できる。

太陽病期を理解し、その病態と方剤を概説することができる

太陽病期を理解し、その病態と方剤を症例を用いて概説することができる

少陽病期を理解し、その病態と方剤を概説することができる

少陽病期を理解し、その病態と方剤を症例を用いて概説することができる

陽明病気を理解し、その病態と方剤を概説することができる

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

授業概要（教育目的・GIO）

漢方薬が使えるようになることが目標です。そのために証の見方をはじめ生薬から構成の意義をしっかり身に着けても

らいます。その漢方薬が何をしたいのかがわかるようになります。患者の服薬指導に役立つ知識以上に医師の相談に

のれるようなしっかりした漢方知識を身に着けてもらいます。漢方の風邪処方を傷寒論処方を中心に教授します。

SBOコード内容

石毛　敦（教授）

評価方法

授業学習中課題（30％）、定期テスト（70％）により評価する

テキスト

漢方処方と方意（石毛敦・西村甲著、南山堂　ISBN978-4-525-47471-3）

参考文献

症候別漢方治療論シリーズ（石毛敦・西村甲著、南山堂）

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

石毛（漢方薬物学研究室 E32）研究室に在室中（9時から18時）。

学生へのメッセージ

漢方薬は医師の８０％が保険で使用していますが、漢方を専門にしている医師は限られています。医師の漢方相談や

処方提案ができるようになることを望みます。また、健康拠点薬局では漢方の知識は必須です。患者に信頼される薬剤

師を目指してください。

1　単位漢方薬学科 ５年次　後期必修

漢方処方解析１

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1
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５年次

回 担当教員

1 石毛　敦

2 石毛　敦

3 石毛　敦

4 石毛　敦

5 石毛　敦

6 石毛　敦

7 石毛　敦

8 石毛　敦

9 石毛　敦

10 石毛　敦

関連授業科目

7

8

9

10 adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

陽明病気を理解し、その病態と方剤を概説することができる

陽明病気を理解し、その病態と方剤を症例を用いて概説することができる

陰病期を理解し、その病態と方剤を概説することができる

陰病期を理解し、その病態と方剤を症例を用いて概説することができる

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-③-1

adv-E2-(10)-①-1

adv-E2-(10)-②-1

授業計画表

太陽病期の病態と症例の理解

少陽病期の病態と方剤（小柴胡湯等）

少陽病期の病態と症例の理解

陽明病気の病態と方剤（大承気湯等）

内容項目

傷寒論

漢方の六病位

太陽病期

太陽病期の症例

漢方の六病位の病態の概要

太陽病期の病態と方剤（葛根湯等）

7

1

2

3

4

5

6

学習目標番号

傷寒論の概説と成り立ち

1.　漢方入門　　　　2.　基礎漢方処方学　　 　3.　　漢方薬効解析学・薬理学　　　　　4. 　基礎漢方薬学Ⅰ、Ⅱ

5.   漢方処方学　　6.　臨床漢方治療学

少陽病期

少陽病期の症例

陽明病気

陽明病気の症例

陰病期

陰病期の症例

陰病期の病態と方剤（麻黄附子細辛湯

陰病期の病態と症例の理解

8

9

10

陽明病気の病態と症例の理解
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番号

1

2

3

4

5

回 担当教員

1 定本　清美

2 定本　清美

3 定本　清美

4 定本　清美

5 定本　清美

6 定本　清美

7 定本　清美

8 定本　清美

9 定本・村田

10 定本　清美

関連授業科目

医療人としての薬剤師にも緊急時の救急救命医療を行う知識が不可欠である。本教科では、救急救命の基本概念、取り扱う疾患や特色、医

薬品や劇毒物の急性中毒時の症状、起因物質の検索、対処法について概説するとともに症例によって解説する。心肺蘇生（気道確保、人工

呼吸、心臓マッサージ）などの救急での対応法や関連する薬物治療について学ぶ。症例によって、実際の救急事例やその際の治療、チーム

医療の実態を学ぶ。また、災害時の薬剤師の役割や実例についても概説する。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

評価方法

定期試験（MCQと筆記）70%、授業評価(講義中課題：10%）、課題レポート20%により総合的に評価する。

テキスト

Power Point用プリント配布または電子資料提供

授業概要（教育目的・GIO）

参考文献

一目でわかる患者診断学（参考書）

オフィスアワー（授業相談）

救急医療概論　※

A　講義型

1　単位臨床薬学科 ５年次　前期選択

授業形式

定本　清美（教授）　村田　実希郎（准教授）

adv-E1-(4)-1

adv-B-(4)-①-4

救急集中治療に使用される薬剤に関して事例をあげられる。

救急医療における症例で薬物治療、急性薬物中毒などを理解する。

救急医療の医療体制について理解し、薬剤師の役割を知る。

症例で学ぶ（３）

（定本：薬理学研究室（E43）、村田：薬剤学研究室（C43））時または授業時間前後

学生へのメッセージ

医療の現場での薬の役割の多様性を学んでほしい。

adv-E1-(3)-2

adv-E1-(2)-②-8

adv-E1-(4)-3

救急医療における基本的バイタルサインを知る。

救急医療で遭遇する疾患と、病態の概要がわかる。

授業計画表

実例提示と治療

頻度の高い疾患と治療

実例提示と治療

頻度の高い疾患と治療

救急医療で扱う疾患（１）

症例で学ぶ（２）

救急医療で扱う疾患（２）

内容項目

救急医療の概論（１）

救急医療の概論（２）

症例で学ぶ（１）

学習目標番号

バイタルサインなど

基本的な臓器の機能、検査の基本

2, 3

4

1

2, 3

2, 3

2, 3

2, 3

実例提示と治療

1.　病態・薬物治療学２　 　2.　病態・薬物治療学３ 　3.　病態・薬物治療学４

ICUでの薬剤師活動（１）

災害、救急現場での薬剤師活動（１）

救急医療の実態

5

1～5

薬剤師の仕事と役割

チーム医療の実態

第１回から第１２回までのまとめDVDによる実際の説明

5
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実習項⽬ 実習内容 延べ実習期間

薬学実務実習ガイドラインに基づいた「病院実務実習」の実施内容 (スケジュール例)
患者・⽣活者本位の視点に⽴ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。
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５年次

全ての実習項⽬で共通 l   臨床における⼼構え、安全管理 11週間

l  病院における薬剤部⾨の位置づけと業務の流れを
理解する

l   医薬品の供給と管理、安全管理、災害時医療

l  処⽅せんに基づく調剤および疑義照会を⾏う（注
射薬含む）

l  注射剤の無菌的混合操作、抗悪性腫瘍薬などのケ
ミカルハザード回避の⼿技を実践する

医薬品管理 l   適切な医薬品の供給と管理を実践する 0.5週間

病棟業務実践

病院内の多様な医療チームの活動に薬剤師の⽴場で
参加し、医師や看護師等の医療スタッフと連携・協
⼒して患者の治療⽬標や治療法を考え、患者の治療
に積極的に参加する

必要に応じて調剤も⾏う
l  新規⼊院患者から薬物治療評価に必要な情報（薬
歴や服薬コンプライアンス、薬効、副作⽤、OTC・
健康⾷品の使⽤など）を適切に収集する

※   いずれの実習内容も、必要に応じて
医師や看護師等へ照会・提案するまでを
⾏う

l  持参薬について、同効薬の等価⽤量も考慮しなが
ら、継続・変更・中⽌を提案する

※   DIおよびTDMの実習は病棟業務の⼀
環として実施する

l  患者情報と臨床検査データから、患者の有する医
学的・薬学的問題点を挙げ、医薬品の重複投与や未
治療の問題点を把握する

※   実習する診療科は内科を中⼼とし、
実習期間は⼀診療科あたり最低2週間と
する

l  各問題点について、その原因・リスクファクター
を探索する

※   ガイドラインに記載の代表的な疾患
は、⼊院時主疾患である必要はない

l  ⼊院治療のゴールと退院後も含めた⻑期的ゴール
を⽴案する

l  ガイドラインや適切な三次資料を参考に根拠に基
づく薬物治療法を選択する

l  必要に応じて、Clinical Questionに対する最新の
臨床試験成績を検索し、治療に還元する
l  病歴や薬歴、患者の⾃覚症状、肝・腎機能、その
他各種臨床検査データ、併⽤薬、医薬品添付⽂書情
報、薬効や副作⽤の現れ⽅などから、臨床薬物動態
学の知識を活⽤して、現処⽅薬の⽤法と⽤量（注射
薬の投与速度、投与ルートを含む）が適切であるか
評価する
l  TDM対象薬の⾎中濃度測定値を適切に評価し、再
投与設計を⾏う

l  処⽅薬の薬効と副作⽤を、適切な評価指標に注⽬
して、継続的にモニタリングする

l  ⼊院中に⽣じる治療上の問題点をチーム医療の⼀
員として他の医療スタッフと共有し、薬剤師の視点
から解決策を提案する

l  患者の⼼理・社会的背景に配慮しながら適切な服
薬指導を⾏う

l  S・O・A・Pの各要素を認識したうえで薬剤管理
指導の内容を記録する

病院実習導⼊ 0.5週間

医薬品の調製 2週間

8週間
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